
 

 

You, Unlimite 
 

巻頭言 

対話と古典 
龍谷大学図書館長 

竹内 真彦 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ようやくコロナ禍も去ったのでしょうか？ ……まったく確信

が持てません。この「確信が持てない」という点こそが、このコロ

ナ禍の厄介さを象徴しているのでしょう。ただ、ようやく「普通に

行動しても問題ないかな？」くらいにはなったと信じたいところ

です。 

この春から、図書館も幾つか「普通」に戻す点があります。大

きなものとして、「ナレッジスクエア」の本格的な再開があります

（深草図書館と瀬田図書館は地下 1 階、大宮図書館は 2 階に

設置しています）。図書館と言えば「静かにしなければならない

ところ」というイメージがあるかも知れませんが、ナレッジスクエ

アは利用者が主体的に「調べ、考え、書き、作る」過程で必要と

なる「対話」を行うことを前提にした空間です。 

古来、対話は人間のインスピレーションを喚起し、新たなアイ

ディアを生み出す行為でした。東西の古典でも対話形式で著さ

れた書物は数多くあります。西洋古典としてはギリシアのプラト

ン（前 427-前 347）の『ソクラテスの辯明』、東洋古典としては孔

子（前 552?-前 479）と弟子との対話を多く収めた『論語』が代表

として挙げられるでしょう。また、仏典の「相応部（サンユッタ・ニ

カーヤ）」も対話によって構成された書物だと言えます。 

『論語』為政第二に、次のような孔子の語があります。 

「子曰。由。誨女知之乎。知之為知之。不知為不知。是知也」 

（子曰く、由や、女（なんぢ）にこれを知るを誨（をし）へんか。

これを知るをこれを知ると為し、知らざるを知らざると為す。これ

知るなり。） 

「由」は孔子の弟子。しばしば子路と称される人物です。その

子路に対し、孔子が「知る」とは何か？ ということを説いていま

す。すなわち、自分が知っていることは知っていると認識し、知

らないことは知らないと認識する。それが「知る」ということなの

だ、と孔子は言います。 

奇しくも、『ソクラテスの辯明』では、ソクラテスがほとんど同じ

ことを言っています（無知の知）。そして、孔子とソクラテスはと

もに対話を重視していました。このことは、対話が「知」を生み

出すことを象徴的に物語っているように思えます。 

まだマスク越しに……となってしまうかも知れませんが、大学

生活の中で対話を重ねてください。そして、図書館のナレッジス

クエアが皆さんにとって重要な対話の場となれば幸いです。 
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中高生図書委員等交流会（学生スタッフ参画） 

 

2 月 10 日(金)滋賀県教育委員会主催の「中高

生図書委員等交流会」がオンラインで開かれ、

瀬田図書館のライブラリーアドバイザーとライブ

ラリーサポーター計4名の学生スタッフが司会進

行役(ファシリテーター)として参加しました。 

中学生・高校生の読書離れ対策の一環として企画された催しで、滋賀県内の中学校 10 校(35

人)・高等学校 5校(25人)、また立命館大学生 4名、滋賀文教短期大学生 4名も司会進行役とし

て参加。中高生 10名と大学生 2名の 6グループに分け進められました。テーマは、①「本を読ま

ない人に読書の楽しさってどうやったら伝えられる？」、②「行ってみたくなる学校図書館ってどん

な図書館？」の 2 つ。中高生から活発に発言があるグループもあれば、消極的なグループも…。

司会の学生スタッフは中高生から意見やアイディアを巧みに引き出し、場を盛り上げ、取りまとめ

ることに苦心したことでしょう。ファシリテーションの難しさや奥深さを実感できた貴重な経験は、

学生スタッフにとって成長の糧になったことと思います。 
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『百人一首解剖図鑑』 

谷知子［著］ エクスナレッジ 2020 年 

 

 

『中国の行動原理 : 国内潮流が決める国
際関係』 

益尾知佐子［著］ 中央公論新社  2019 年 

 

 

 

 

『同志少女よ、敵を撃て』 
逢坂冬馬［著］ 早川書房  2021 年 

 

 

『民主主義の経済学  社会変革のための
思考法』 

北村周平［著］日経 BP  2022 年 

 

 

 

 

 

 
『気候民主主義 : 次世代の政治の動かし方』 

三上直之［著］岩波書店 2022 年 

 

 

『百人一首』は古典文学の中でも、誰もが一度

は触れたことがある作品であろう。マンガ、アニ
メ、映画に使用されるなど、新たな創作の源とし
て現代文化への影響も大きい。カルタ競技は大学

のサークルでも盛んだ。しかし、『百人一首』の全
体像や収載される和歌や歌人をよく知る人は少
ないだろう。本書は、和歌の専門研究者が手がけ

ながら、どのページも半分以上イラストが入り、
『百人一首』に関するさまざまな教養が絵と図と
グラフで表示される。情報量はすごいのに、初心

者が見て楽しめる一冊である。ぜひ手にとってほ
しい。 

文学部教授   安井 重雄 

 
深草図書館  
深草.和顔館開架 2F   
911.147/タトヒ 
資料番号 12100006058 

独善的な言動で周辺国に圧力をかける中国。そ
の行動原理の理解を目指す本書は現代人に有益

な知見を与える好著です。特に参考になるのは国
家機関の「家父長制」的性格という考え方。絶対
的な権威者（＝父）である共産党のトップの高評

価を得ようと、多段階の政府や軍の諸機関（＝息
子達）が、相互調整もせずに成果を必死で競い合
う。その過程で相互に矛盾した極端な政策が一国

内で出現する。そこにトップの明確な指示が必ず
しも存在するわけではない――厳しい「ゼロ・コ
ロナ」政策を急に取りやめ、数週間で爆発的な感

染者を生み出して平然としている昨今の現象は
その典型でしょう。 
 

経済学部教授   大原 盛樹 

 
深草図書館   
深草.文庫・新書   
081/チユウ/2568   
資料番号 11900042551 

人類史上最大の地上戦と言われる「独ソ戦」
は、2022 年のロシアによるウクライナ侵攻を
きっかけに、再び言及されることが多くなっ

た。本書はその 2022 年に大変話題となった小
説だ。ソ連軍に多く実在した少女狙撃兵の一人
を主人公に、悲惨な戦争を生きる人々を活写す

る。緊迫の戦闘シーンの描写は出色だ。そして
少女が本当に撃つべき「敵」が、衝撃のラスト
ではっきりと姿を現す…。事前に大木毅『独ソ

戦』（岩波新書、2019 年）を読んでおくとより
楽しめるだろう。そして本書を読んだ後は、是
非、アレクシエーヴィチ『戦争は女の顔をして

いない』（岩波現代文庫、2016 年）に挑戦して
ほしい。 

経営学部准教授 竹内綱史 

 
瀬田図書館 
瀬田.本館 B1 開架  
913.6/アトト  
資料番号 32205000961 

年配の方が「政治経済学」と聞くと「マル
クス経済学」を連想するかもしれない。この

本はミクロ経済学の分析枠組みで民主政治を
分析する読み物である。有権者は選挙を通じ
て政策を選択するという前提で議論が進めら

れる。政治学の立場から民主主義を論じる本
は思想や歴史に依拠するものが多いが、この
本は数理モデルとデータ分析によって民主主

義を攻略する。現代の社会科学が、数学とデ
ータ分析の力で実践的な政策を作り出すサイ
エンスだと感じさせる一冊である。 

法学部教授   濱中 新吾 

 
深草図書館 
深草.和顔館開架 B2 
313.7/キシミ 
資料番号 12200036957  

「気候市民会議」をご存知でしょうか？気

候変動問題に関する意思決定に市民の意見
を反映させるツールとして、欧州を中心に国
際的な広がりを見せる取り組みです。龍谷大

学では、昨年度から大学では初となる「龍谷
大学学生気候会議」を開催しています。気候
問題は市民の主体的な参画なしには解決不

可能です。本書はその要点をわかりやすく解
説した良書です。ぜひ一読して、来年度は皆
さん自身が学生気候会議に参加して下さ

い！ 

政策学部教授  的場 信敬 

 
瀬田図書館   
瀬田.本館 2F 開架   
519.1/ミナキ   
資料番号 32205016765 

https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32140479
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32100116
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32100116
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32163595
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32186531
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32186531
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32167300
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32140479
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32100116
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32163595
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32167300
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『英語支配の構造 : 日本人と異文化コミ
ュニケーション』 

津田幸男［著］第三書館  1990 年 

 

『琵琶湖は呼吸する』 
熊谷道夫, 浜端悦治, 奥田昇［著］海鳴社  2015 年 

 

『中世の覚醒 : アリストテレス再発見か
ら知の革命へ』 

リチャード・E.ルーベンスタイン［著］小沢千重子［訳］ 

紀伊國屋書店  2008 年、筑摩書房 2018 年 

 

 

『ＷＨＡＴ ＩＳ ＬＩＦＥ？：生命とは
何か』 

ポール・ナース［著］竹内薫［訳］ ダイヤモンド社  2021 年 

 

『モモ : 時間どろぼうと、ぬすまれた時
間を人間にとりかえしてくれた女の子の
ふしぎな物語』 
ミヒャエル・エンデ［著］大島かおり［訳］ 岩波書店  1976 年、1996 年、2005 年 

 

 

 

 

『アマゾンの倉庫で絶望し、ウーバーの車
で発狂した : 潜入・最低賃金労働の現場』 

ジェームズ・ブラッドワース［著］濱野大道［訳］光文社  2019 年 

 

 

 

 

日本ではグローバル化に対応すべく、小学校高

学年では英語が教科化され、中学校では英語の授
業を英語で行うことが基本となり、高等学校では
発表や討論、交渉を含めた言語活動の高度化が英

語の授業に求められるまでになりました。今やク
ラシックとなった本書は、「国際共通語としての
英語」の広がりに警鐘を鳴らし、現在の英語教育

政策を批判的に考察するきっかけを与えてくれ
ます。英語が当たり前と思われている時代だから
こそ、一読をお勧めします。 

国際学部教授  松村 省一 

深草図書館                    
深草.和顔館開架 B2            深草.8 号館閉架 3F 
830.4/ツユエ                  830.4/ツユエ-C 
資料番号 19060046664         資料番号 11205052354 
大宮図書館   
大宮.積層開架   
830.4/TSU   
資料番号 29300016250 

琵琶湖では，春に酸素をたくさん含む雪解け水
が流れ込むことで湖水が鉛直循環し，湖底に生息

する生物に酸素を供給している。これを本書では
「呼吸する」と呼んでいる。こうした特徴的な湖
水の動きにとどまらず，琵琶湖の生い立ちや生態

系，水質，周辺地域や人間活動との関わり，気候
緩和作用や地球温暖化との関係など，琵琶湖に関
する様々な事象や課題を平易にまとめた本書は，

琵琶湖のみならず人と湖との関わり方について
様々な示唆を与えてくれる良書である。 

先端理工学部教授  岸本 直之 

深草図書館   
深草.和顔館開架 B1   
452.93/クミヒ   
資料番号 11600000041 
 

古代ギリシャの哲学者であるアリストテレス
の著作は、その後のローマ帝国の時代を経て、中
世ヨーロッパではほとんど忘れ去られていまし

た。しかし 12世紀にいくつかの著作が再発見さ
れるや否や、それはキリスト教が強固に支配し
ていた中世の社会体制を解体し、近代社会を生

み出す原動力になりました。本書をつうじて、ひ
とつの思想が現実に世界をつくりかえた歴史を
知れば、知と本に途方もない可能性が秘められ

ていることを実感できるでしょう。 

社会学部教授  村澤 真保呂 

大宮図書館   
大宮.3F 開架図書   
430.2/RUB   
資料番号 20805021054 
瀬田図書館   
瀬田.本館 B1 開架   
230.4/ルリチ   
資料番号 30805004886 
 

深草図書館   
深草.和顔館開架 B1   
230.4/ルリチ   
資料番号 11900013032 
瀬田図書館   
瀬田.本館 1F 文庫   
081/チクマ/41-8-1   
資料番号 31800007264 

細胞周期の研究で 2001 年にノーベル生理学・医
学賞を受賞した英国の生物学者が、生命の本質を

探究する。「細胞」「遺伝子」「自然淘汰による進化」
「化学としての生命」「情報としての生命」という
5 つの考え方を、生物学の重要な発見を紹介しなが

ら平易な文章で紐解いていく。幼少期の生き物に
対する好奇心が自らの研究や生命観につながった
経緯や、研究で新しい発見をした時の興奮がみず

みずしく伝わってくる。 

農学部教授  三柴 啓一郎 

 
瀬田図書館   
瀬田.本館 2F 開架   
461/ナホホ   
資料番号 32100004472 

 

児童文学にジャンルされるこの本を子どもの頃に
読んだことのある人も多いのではないでしょうか。

私が初めてこの本を読んだのは小 5 のときで、人の
時間を盗む灰色の男が怖かったことと挿絵が怖かっ
たことしか覚えていないぐらいでしたが、大人にな

って読み返してみると（当然ながら…）その時とは違
う景色がそこに広がってみえました。本の楽しみ方
の一つにその本と出会った年齢なりの景色や気づき

があります。モモに限らず、ぜひ一度、昔読んだ本を
読み返してみてください。新しい発見があなたを豊
かにしてくれるはずです。 

短期大学部教授  伊藤 優子 

深草図書館   
深草.和顔館開架 2F            深草.和顔館開架 2F 
943/エミモ                   948/エミエ/3 
資料番号 10000069302        資料番号 19600085817 
大宮図書館   
大宮.積層開架   
943/END   
資料番号 29900036703 
瀬田図書館                    
瀬田.自動化書庫               瀬田.本館 B1 開架 
948/エミエ/3                 943/エミモ 
資料番号 39600113564        資料番号 31000012718 
 

イギリスの低賃金労働の実態を探るためにジャー
ナリストである著者が 2016 年から開始した潜伏取材

——ジャーナリストではなく労働者として、アマゾン
の倉庫やコールセンター、ウーバーのタクシードライ
バーなど、最低賃金労働の現場で働いた記録である。

生々しい記述を読み進めるうちに気づくのは、著者を
「絶望」「発狂」させた働き方が、私たちにとってあり
ふれた働き方、たとえば学生バイトと地続きであるこ

とかもしれない。 

経営学部准教授  妻木 進吾 

瀬田図書館   
瀬田.本館 1F 開架   
366.02/フシア   
資料番号 31905032257 

https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB20179544
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB20179544
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21616181
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21378391
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21378391
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32139679
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32139679
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21076299
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21076299
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21076299
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32092506
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32092506
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB20179544
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21616181
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32068307
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21378391
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32139679
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21076299
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「全国大学ビブリオバトル 2022ファイナルステージ in浦安」に 

文学部３年生の小西一穂さんが出場されました。 

 
昨年 12 月 25 日（日）に明海大学（千葉県浦安市）で開催された「全国大学ビブリオバトル 2022 ファイナルステージ

in 浦安」に文学部 3 年生の小西一穂さんが出場されました。対面での全国大会の開催は 3 年ぶりのことで、全国各地で
開催された地区予選会には 81校・1,254人が参加し、最終的に全国大会へは 25名が出場しました。 
小西さんは、準決勝③のグループで発表されました。惜しくも決勝へは進めませんでしたが、昨年度の「大学ビブリオバ

トル・オンライン大会2021」にも出場されており、2年連続での全国大会への出場となりました。大会の模様は、全国大学
ビブリオバトルの公式ホームページに掲載されています。 
全国大学ビブリオバトルは来年度も開催される予定です。龍大予選も開催しますので、関心のある方はふるってご参加

ください。 
 
 

＜小西さんからのメッセージ＞ 
幸運なことに、今年度も全国大会に出場さ

せていただきました。しかし、対面で開催され
た今回の大会は、オンラインだった昨年度と
は全く違うものでした。聞いている人の顔が
見え、その方たちの表情や反応から、新しい
本と出会いたいという気持ちをひしひしと感
じました。またそれに応えたいという気持ち
ですごく緊張しました。 
しかしビブリオバトルは、特別な話す技術が

必要ではなく、本が好きという情熱で行える
ものだということも実感しました。他の人が
紹介した本で読みたいと思ったものは、全て
好きという気持ちが伝わる発表でした。本が
好きな人たちの話を聞くことで、自分が読ん
でいる本の偏りに気づきましたし、もっと読
書をしたくなりました。 
普段読書をしない方でも、好きな本が一冊

でもあれば軽い気持ちで挑戦してみてほしい
です。そしてそこから、自分だけでは見つけら
れなかった新しい世界に出会えるはずです。 

 
 

https://zenkoku.bibliobattle.jp/result/semi-final
https://zenkoku.bibliobattle.jp/univ_bibliobattle
https://zenkoku.bibliobattle.jp/univ_bibliobattle
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全国高等学校ビブリオバトル京都府大会 
 

2022年 10月 1日（土）、深草図書館で全国高等学校ビブリオバトル京都府大会が開催されました。12名の高校生がおすすめ本を
持ち寄り、予選会と決戦会を戦いました。 予選会では各ブロックとも 3 人で争いました。全 4 ブロックが設けられ、どの戦いも白熱し
ていました。それぞれがおすすめ本の好きなところや面白いところを渾身の話術で語りました。聞いている参加者も身を乗り出して聞
き入り、質疑応答の時間では、プレゼンで語られなかった本の魅力を聞き出していました。決戦会では、予選会を勝ち抜いた代表４名が
熱いバトルを繰り広げました。４冊ながら幅広いジャンルからの紹介で、非常に実りある時間でした。最後は大きな拍手で会場が満たさ
れました。 
 
 

 

 

 

  

 

 
今回のチャンプ本は凪良ゆう著『滅びの前のシャングリラ』です。人類滅亡が宣言された後、人はどのように過ごすのか。四人のケー

スを通して「幸せ」を問うフィクションです。準優勝の本は村田沙耶香著『生命式』です。死んだ人間を食べるという葬儀形式から始まり、
「気持ち悪い」が追及された一冊です。皆さんもご一読されてみてはいかがでしょうか。 

ライブラリーサポーター  文学部３年生 碧川 穂 
 

全国高等学校ビブリオバトル滋賀県大会 
 

 

 

 

  

 

 
2022年 10月 30日（日）、瀬田図書館で全国高等学校ビブリオバトル滋賀県大会が開催されました。対面による滋賀県大会は３年

ぶりの開催です。今大会では 3 校、合計 7 名の参加がありました。私の出身高校の出場もあり、個人的にこの日を楽しみにしていまし
た。 私は司会をさせていただきました。開始時刻になり進行表を読み上げた瞬間、会場は一気に静まり返り、出場される高校生の方も
不安そうで、少し心配になりました。 しかし、発表が始まると顔つきががらりと変わり、勢いのある言葉と巧みな表現、強いまなざしで
プレゼンをされており、その姿に圧倒されました。また、「この本を読んでほしい！」「この本のここが面白い！」など、高校生らしい元気
いっぱいのプレゼンに青春を感じました。熱意のある高校生に触れ、改めて本に触れる機会を大事にしていきたいと思いました。今後
のビブリオバトルの益々のご発展に期待しています。 

ライブラリーアドバイザー  農学部 3年生 田畑 優希子 
 

全国大学ビブリオバトル 2022 関西Cブロック決戦 
 

2022年 11月 19日（土）に、全国大学ビブリオバトル 2022関西Cブロック決戦を行いました。龍谷大学からは 2名、他大学より
2 名の方に参加していただき、それぞれ熱の入った発表でした。今回は 3 年ぶりに対面での開催となったため、多くの観戦者が見守る
中での大会となりました。 

 
参加者の方の本紹介はどれも時間いっぱいまで質問の飛び交う活気にあふれたものでした。また、観戦者の方々も真剣に観戦し、楽

しんでいただけているように見えました。今回司会として初めてビブリオバトルに関わりましたが、参加者の方の「この本をおすすめし
たい」という強い思いとそれが伝わる話し方に圧倒されました。本のおすすめポイントだけでなく、その人がどのように本と出会い、楽し
んでいるのかを知ることができる充実した時間となりました。 

ライブラリーサポーター  文学部２年生 大和田 温菜 
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「学生Web選書」からのお薦め本 
 
『金環日蝕』 
阿部暁子 著、東京創元社 
 

深草図書館 

深草.学生選書 

081/2022/23 

資料番号 12200038653 

 
 
 
 
 

『六十六部日本廻国の研究』 
小嶋博巳 著、法蔵館 
 

深草図書館 

深草.学生選書 

081/2022/34 

資料番号 12200038766 

 
 
 
 
 

 
『N／A』（エヌエー） 
年森瑛 著、文藝春秋 
 

深草図書館 

深草.学生選書 

081/2022/35 

資料番号 12200038777 

 
 
 
 
 

『カンブリア爆発の謎：チェンジャンモンスターが残した進化の足跡』 
宇佐見義之 著、技術評論社 
 

深草図書館 

深草.学生選書 

081/2022/42 

資料番号 12200038846 

 
 
 
 
 
 

『まほろ駅前多田便利軒』 
三浦しをん 著、文藝春秋 
 
瀬田図書館 

瀬田.本館 B1学生選書 

081/2016/43 

資料番号 31600020073 

 
 
 

ひったくり犯を突き止めた。しかし、事件は終わらない。まだ見
えない何かが動いている―男子高校生と女子大生の探偵コンビ
のライトな語りから、より深く暗くなっていく展開にハラハラさせ
られました。帯に「輪郭は強烈な輝きを放っているのに、彼の中
心は闇に沈み、謎めいたまま―」とある通り、まさにタイトルが体
現されたかのようなサスペンス・ミステリーです。 

文学部 2年生  近藤 真菜 

 

日本の御朱印はブームになって、国内の人々のみならず、海外
の観光客や在留者の中にも文化体験として各地の神社仏閣や三
十三所霊場を巡って御朱印を集める人がいます（私もその中の
一人です）。一方、御朱印の関連書籍は、旅行ガイド本は多いです
が、歴史研究の本は少ないです。「神社における御朱印の通史」
（阿部めぐみ氏）という論文によりますと、御朱印と巡礼は、仏教
の「六十六部廻国」という巡礼活動に関連があります。そのため、
この本を推薦したいと思います。 

文学部 2年生  黄 叶强 

 

『N/A』は普通の小説です。どこかにいるような女子高生の 1
人、松井まどかの日常生活が描かれた小説です。この本に出てく
る言葉に、「かけがえのない他人」があります。あなたには「かけ
がえのない他人」はいますか。欲しいと思いますか。それとも、意
味がわからないと思うでしょうか。もしこの言葉に惹かれるのな
ら、この本を手に取ってみてください。あなたにとって、きっと忘
れられない本になると思います。 

文学部 1年生  山内 遥 
 

 

5億 4千万年前から始まるカンブリア期に、生物は突然、爆発
的な進化をしました。化石が見つかってから、その研究は進んで
います。大地は生物の進化を包み込み、保存しています。そこか
ら学べることを見逃すなど非常にもったいないことです。高校で
地学選択がなかった、地学が楽しくなかった、など地学分野に近
づきにくい印象を持つ人が多数います。この本を通して、化石か
ら学ぶ面白さを感じてほしく、推薦いたします。 

文学部 3年生  碧川 穂 

 

この作品は、第 135 回直木賞を受賞した作品で、独特の世界
観が漂っています。便利屋の「多田」と居候の「行天」のやりとり
はテンポがよく読みやすいです。登場人物はみんなクセが強く話
の内容も回によっては強烈な感じがするかもしれませんが、そこ
には善も悪もなく、キャラが深堀りされていて人間性がよく描か
れていると思います。コメディ感もあり、シリアスな場面もあり、
しかし一貫して優しい雰囲気が流れています。読み応えありで
す。 

政策学部 4年生  松山 真子 

 

https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32187153
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32186155
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32187163
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32187282
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32011175
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32187153
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32186155
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32187282
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32187163
https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32011175
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新 貴重資料画像データベース「龍谷蔵」 
 
貴重資料画像データベース「龍谷蔵」がより便利になります！！ 
 
～ 新機能追加とジャパンサーチ連携 ～ 
 
これまで、本学図書館の貴重資料をはじめとする、多くの資料を

公開してきた貴重資料画像データベース「龍谷蔵」（以下、「龍谷
蔵」）は、2012 年度から本格的に運用を開始して 10 年以上にな
り、機能面の更なる充実を図るため段階的な改修計画をすすめて
います。 
 
新機能の追加や他機関との連携等の新たなサービスに柔軟に対

応することを目的に、「龍谷蔵」のサーバを新しくしました。このこ
とに伴い URLを変更しました。 
 
 
 
 
 
 
新 URL → https://da.library.ryukoku.ac.jp/ 
 
新たな機能 
 
IIIF（トリプルアイエフ）対応 
 
デジタルアーカイブに収録されている画像資料を、相互運用かつアクセス可能とするための国際的な枠組みである IIIF

（International Image Interoperability Framework）対応にしました。IIIFに対応する画像は作成機関のアプリケーションに
制約されず、IIIF に対応した画像ビューア（IIIF ビューワ）上で一律に扱うことができるようになります。「龍谷蔵」では、3 種類の IIIF
ビューワ（Universal Viewer、Mirador、Lime）を採用しています。各 IIIFビューワの機能や使用方法等の詳細については「龍谷蔵」
の利用案内をご覧ください。 

    これまで…                                 IIIFに対応すると… 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ジャパンサーチとの連携（2023年度より開始予定） 
我が国が保有する様々な分野のコンテンツのメタデータを検索・閲覧・活用できるプラットフォームであるジャパンサーチ

（ https://jpsearch.go.jp/ ）と連携することにより、ジャパンサーチからも「龍谷蔵」の資料を検索することができるようになりま
す。このことにより、「龍谷蔵」の資料と関連する他機関の資料とを比較検討することも容易におこなうことができるようになります。 

 
ジャパンサーチでは、図書館、博物館、美術館、公文書館、大学、研究機関、

官庁、地方自治体等の機関が所蔵しているコンテンツを探すことができま
す。コンテンツの分野は、書籍・公文書・文化財・美術・人文学・自然史/理工
学・学術資産・放送番組・映画など、多岐にわたります。また、検索機能のほ
かにも、利用者の活動をサポートするための様々な機能が用意されていま
す 。 機 能 の 詳 細 に つ い て は 、 ジ ャ パ ン サ ー チ 利 用 ガ イ ド
（ https://jpsearch.go.jp/userguide ）をご確認ください。 
 
サーバクラウド化による管理・運用面の見直しを行ったことにより、長期

間、安定的でより柔軟な運用を実現できるようになりました。今後、レスポ
ンシブ対応等のデザイン改修や未公開コレクションの追加公開についても
検討をすすめていきます。 
 

https://da.library.ryukoku.ac.jp/
https://jpsearch.go.jp/
https://jpsearch.go.jp/
https://jpsearch.go.jp/userguide
https://jpsearch.go.jp/userguide
https://da.library.ryukoku.ac.jp/
https://jpsearch.go.jp/
https://da.library.ryukoku.ac.jp/


親鸞聖人御誕生 850年に臨んで 
本学は、今からおよそ380年前の寛永 16年（1639）に創設された本願寺の学寮

を始まりとしています。本学が掲げる「建学の精神」は、浄土真宗の教えが礎になって

います。浄土真宗の宗祖である親鸞聖人（1173～1263）は、阿弥陀仏による万人

救済を説かれ、その教えは、今日の私達にとっても拠り所になっています。 

2023 年は、親鸞聖人が御誕生されてから、ちょうど 850 年の年にあたります。

また、親鸞聖人が著された浄土真宗の根本聖典である『教行信証』が、元仁元年

（1224）に成立したとされ、この年を立教開宗の年と定められていることから、

2024年を立教開宗 800年の年としています。 

本願寺をはじめとする浄土真宗の寺院では、親鸞聖人の御誕生ならびに浄土真宗

立教開宗の慶讃法要が執り行われる他、京都国立博物館では、「親鸞聖人生誕 850

年特別展 親鸞—生涯と名宝」が開催されるなど記念の行事やイベントが予定されて

います。 

本学においても、龍谷ミュージアムでは、親鸞聖人が「和国の教主」として聖徳太子

に深く帰依されていたことから、親鸞聖人の聖徳太子への想い、聖徳太子信仰の高

揚に親鸞聖人と弟子たちが果たした役割の再確認をテーマにした春季特別展「真宗

と聖徳太子」が開催されます。親鸞聖人御誕生 850 年に臨んで図書館では、龍谷ミ

ュージアムの特別展と連携して、深草・大宮・瀬田の各キャンパスの図書館に於いて、

連携展示「真宗と聖徳太子」（期間 2023年4月 1日～5月28日予定）を開催しま

す。 

 

連携展示予告 

龍谷ミュージアムの春季特別展に出陳される図書館の貴重書をいくつかご紹

介します。 

【皇太子聖徳奉讃断簡】 請求記号 024.1-35-1 

親鸞聖人は、聖徳太子の事蹟を讃仰する和讃を 2 種類作られたが、そのうち

「皇太子聖徳奉讃」と題された75首の和讃は、奥書によって83歳の時の作とさ

れています。自筆本は、袋綴じの冊子だったと思われますが、いつの頃か解体さ

れ、１ないし２頁ずつが熱心な門末の人々に分配されたようです。本資料は、自筆

本の 1 頁ですが、右上隅に「十六」と墨書があることから、もとの冊子の 16 頁に

あたることが示されています。 

 

【三帖和讃】 請求記号 021-173-3 

浄土真宗における仏前の勤行は、第 8 代宗主蓮如上人に至るまで、『礼讃』を

用いていました。親鸞聖人が漢文の歌で浄土真宗の正意を示されたのが『正信偈』

であることから、蓮如上人は、勤行で『正信偈和讃』を唱えるように改

めました。 

文明5年（1473）、蓮如上人は、『正信偈和讃』と『三帖和讃』（『浄土

和讃』『高僧和讃』『正像末和讃』）を四帖一部として開版されました。 

本資料は、文明5年開版本の一つですが、残念ながら『正信偈和讃』

が欠けており、『三帖和讃』のみが伝わっています。 

 

各資料の詳細は、貴重資料画像データベース「龍谷蔵」でご確認い

ただけます。 

連携展示「真宗と聖徳太子」では、各館で関連する書籍を取り上げて

紹介する他、龍谷ミュージアムに出陳した古典籍を展示する予定です。

この機会に是非ご覧ください。 

  

龍谷大学図書館報 2023(令和 5)年 3月発行 

編集・発行  龍谷大学図書館 〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67 

TEL. 075-645-7885 （ダイヤルイン） https://library.ryukoku.ac.jp/ 
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https://www.kyohaku.go.jp/jp/exhibitions/special/shinran_2023/
https://www.kyohaku.go.jp/jp/exhibitions/special/shinran_2023/
https://museum.ryukoku.ac.jp/exhibition/2023/taishi/
https://museum.ryukoku.ac.jp/exhibition/2023/taishi/
https://da.library.ryukoku.ac.jp/page/130897
https://da.library.ryukoku.ac.jp/page/990032
https://da.library.ryukoku.ac.jp/index.html
https://da.library.ryukoku.ac.jp/page/130897
https://da.library.ryukoku.ac.jp/page/990032
https://da.library.ryukoku.ac.jp/view/130063/1
https://da.library.ryukoku.ac.jp/view/130063/1



